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前
半
は
、
完
成
引
渡
し
後
の
電
気
設
備

機
器
ト
ラ
ブ
ル
と
し
て
事
例
紹
介
が
あ

っ
た
。 

<

Ị> 

当
初
、
受
水
槽
室
内
を
目
視
に
よ
り
定

期
的
に
水
位
確
認
し
て
ポ
ン
プ
を
稼
動

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
も
の
を
満

水
警
報
用
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
に
よ
り

警
報
ブ
ザ
ー
が
鳴
る
と
手
動
で
ポ
ン
プ

を
起
動
す
る
シ
ス
テ
ム
に
換
え
た
フ
ロ

ー
ト
ス
イ
ッ
チ
の
故
障
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
。 

<
>
 

住
居
内
居
間
の
天
井
照
明
が
湿
気
の

多
い
日
に
点
灯
し
な
い
。
天
井
照
明
の
器

具
取
り
付
け
時
に
ケ
ー
ブ
ル
を
器
具
で

挟
み
被
覆
を
傷
つ
け
た
た
め
、
湿
気
に
よ

り
短
絡
し
て
し
ま
い
消
灯
し
て
し
ま
う

ト
ラ
ブ
ル
。 

後
半
は
、 

① 

住
宅
内
外
観
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト 

② 

合
成
樹
脂
製
可
と
う
電
線
管
工
事
の

基
本
作
業
の
施
工
ポ
イ
ン
ト 

③ 

電
線
接
続
・
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
基
本

作
業 

 
 

等
々
の
紹
介
の
後
、
多
数
の
質
疑
に
答
え

て
頂
い
て
終
了
し
た
。 

 

「
小
規
模
建
築
物
基
礎
設
計
の
手
引
き

〃
日
本
建
築
学
会
〄
」
が
昭
和
六
三
年
に

刊
行
さ
れ
て
か
ら
二
〇
年
が
経
ち
二
〇

〇
八
年
二
月
に
大
幅
に
内
容
が
改
定
さ

れ
「
小
規
模
建
築
物
基
礎
設
計
指
針
〃
日

本
建
築
学
会
〄
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
に
「
建
築
基
礎
構
造
設
計
規
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準
・
同
解
説
〃
日
本
建
築
学
会
〄
」
は
三

度
四
度
と
改
定
に
な
り
、
現
在
は
「
建
築

基
礎
構
造
設
計
指
針
」
に
改
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。 

前
半
は
、
今
回
の
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、 

① 

上
部
構
造
か
ら
の
力
の
流
れ
に
応
じ

た
構
造
計
算
の
推
奨
（
構
造
設
計
と

簡
易
設
計
） 

② 

地
盤
の
事
前
調
査
を
充
実
し
、
原
位

置
試
験
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
試
験
結
果
の
推
奨 

③ 

杭
基
礎
は
扱
わ
な
い
。
小
口
径
杭
と

地
盤
改
良
は
地
盤
の
補
強
と
し
、
地

盤
補
強
上
の
直
接
基
礎
形
式
を
対
象

と
す
る 

④ 

施
工
・
品
質
管
理
を
充
実
す
る
。 

⑤ 

造
成
宅
地
地
盤
の
安
全
性 

を
挙
げ
ら
れ
た
。

 

 

ま
た
、
本
書
で
扱
う
小
規
模
建
築
物
は

①
地
上
三
階
以
下
、
②
建
物
高
さ
一
三
ｍ

以
下
、
③
軒
高
九
ｍ
以
下
、
お
よ
び
④
延

べ
面
積
五
〇
〇
㎡
以
下
の
条
件
を
満
足

す
る
比
較
的
小
規
模
の
建
築
物
で
あ
る
。

な
お
、
上
記
の
条
件
を
超
え
る
中
規
模
以

上
の
建
築
物
を
設
計
す
る
場
合
に
は
こ

の
指
針
と
は
別
の
「
建
築
基
礎
構
造
設
計

指
針
〃
日
本
建
築
学
会
〄
」
を
参
照
さ
れ

た
い
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。
さ
ら
に
「
一
般
に
建
築
物
の
設
計
に

関
し
て
は
、
建
築
基
準
法
・
同
施
行
令
お

よ
び
関
連
告
示
な
ど
に
よ
る
諸
規
定
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
指
針
は
、
こ
れ
ら

と
は
別
に
日
本
建
築
学
会
構
造
委
員
会

が
、
独
自
の
学
術
的
見
解
に
基
づ
い
て
、

ひ
と
つ
の
推
奨
指
針
と
し
て
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
こ
の
指
針
は
法
的
な
規

制
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
な
く
、
ま
た

上
記
の
法
的
な
諸
規
定
に
優
先
し
、
あ
る

い
は
こ
れ
ら
を
優
先
し
よ
う
と
い
う
意

図
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
な
い
」
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。 

後
半
は
最
近
の
不
同
沈
下
の
事
例
と

し
て
、 

①
盛
土
地
盤
の
圧
密
沈
下
に
よ
る
不

同
沈
下
の
事
例 

②
建
物
下
の
地
盤
に
お
け
る
圧
密
沈

下
の
経
過
の
違
い
に
よ
る
不
同
沈

下
の
事
例 

③
隣
接
す
る
二
棟
に
挟
ま
れ
た
地
盤

に
作
用
す
る
荷
重
が
重
な
り
不
同

沈
下
し
た
事
例 

の
紹
介
が
あ
っ
た
。 

最
後
に
、
現
在
補
強
工
事
が
施
工
さ
れ

て
い
る
事
例
①
で
紹
介
さ
れ
た
家
の
鋼

管
杭
に
よ
る
ア
ン
ダ
ー
ピ
ニ
ン
グ
の
施

工
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
。 

   

̝
Ḹ
 ף

 

 

〇
八
年
九
月
一
三
日
（
土
）、
柏
市
の

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
於
い
て
、
当

会
の
石
岡
善
正
常
任
理
事
が
「
建
築
士
か

ら
見
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
落
と
し
穴
」

と
題
し
、
千
葉
県
内
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
勤
務
す
る
相
談
員
の
研
修
会
に
お

い
て
講
演
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
石
岡
善
正
常
任
理
事
が
、
柏
警

察
か
ら
依
頼
を
受
け
、
下
堀
克
巳
社
員
と

調
査
・
鑑
定
を
行
な
っ
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム

業
者
［
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
・
コ
ス
モ
］
の
工
事

 

は
、
事
実
に
反
す
る
必
要
と
し
な
い
も
の

で
あ
っ
た
と
説
明
。
そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ

Ｏ
は
、
八
月
七
日
、
千
葉
県
警
に
よ
っ
て
、

詐
欺
と
特
定
商
取
引
法
違
反
の
疑
い
で

摘
発
さ
れ
た
こ
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る

被
害
は
一
都
四
県
に
わ
た
り
、
被
害
者
は

高
齢
者
な
ど
二
五
〇
人
以
上
、
被
害
総
額

は
二
億
円
を
越
え
る
と
報
告
し
ま
し
た
。 

次
に
本
論
に
入
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
流

れ
と
現
状
に
つ
い
て
説
明
、
リ
フ
ォ
ー
ム

は
難
し
い
要
素
を
抱
え
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
建
築
主
も
業
者
も

神
経
を
費
や
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
絡
む
ト
ラ
ブ
ル
は

一
向
に
減
っ
て
い
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。 

ト
ラ
ブ
ル
は
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者

に
よ
る
も
の
と
、
一
般
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

(

上
：
講
義
す
る
石
岡

常
任
理
事
、
下
：
講

義
の
様
子) 

 

柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・ 

相
談
員
の
研
修
会
で
の
講
演 

講
師 

常
任
理
事 

石
岡
善
正 
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よ
る
も
の
の
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
と
説

明
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ラ
ブ
ル
の

実
例
を
挙
げ
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
背

景
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
防
止
策
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。 

そ
れ
に
は
、
悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る

か
否
か
の
見
極
め
、
設
計
や
契
約
の
仕
方

が
如
何
に
大
事
で
あ
る
か
、
ま
た
、
施
工

は
ほ
と
ん
ど
が
業
者
判
断
で
行
わ
れ
る

こ
と
、
出
来
栄
え
も
業
者
の
技
術
レ
ベ
ル

に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー

ム
に
際
し
て
は
、
業
者
選
び
は
も
と
よ
り
、

工
事
監
理
の
大
切
さ
を
指
摘
、
そ
れ
に
は
、

第
三
者
に
よ
る
検
査
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
相
談
員
が
知
っ
て
お
き
た
い

最
低
限
の
知
識
と
し
て
、
設
計
図
や
見
積

書
の
見
方
、
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
に
つ

い
て
、
床
下
の
調
湿
工
事
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
講
義
し
ま
し
た
。 

（
文
責 

副
理
事
長 

川
口 

晴
保
） 

 

̝
Ḹ
 ף

 

 

〇
八
年
九
月
三
〇
日
（
火
）
、
市
原
市

の
「
五
井
会
館
四
階
大
ホ
ー
ル
」
に
於
い

て
、
当
会
川
口
副
理
事
長
が
「
建
築
士
か

ら
見
た
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
お
と
し
あ

な
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。  

 

こ
の
講
演
は
市
原
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
市
原

市
の
一
般
消
費
者
を
対
象
と
し
た
啓
発

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
約
五
〇
名

と
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

ど
の
よ
う
な
目
的
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を

行
う
の
か
を
は
っ
き
り
す
る
こ
と
、
そ
し

て
リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
の
具
体
的
実

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
質
な
業

者
や
、
悪
徳
商
法
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
知

識
と
予
防
方
法
等
に
つ
い
て
、
そ
の
他
ト

ラ
ブ
ル
や
被
害
に
遭
っ
た
際
の
対
処
方

法
と
し
て
、
消
費
者
契
約
法
・
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
・
暴
利
行
為
等
に
よ
る
契
約
解
除

等
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
更
に
、
不

誠
実
・
悪
質
な
業
者
が
横
行
す
る
原
因
と

そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
「
協
会
や
団
体
等

に
属
さ
な
い
業
者
」
「
建
設
業
の
許
可
が

不
要
な
工
事
」
「
補
助
金
の
申
請
が
可
能

な
工
事
を
悪
用
す
る
ケ
ー
ス
」
等
の
事
例

紹
介
を
交
え
、
解
説
し
ま
し
た
。 

 

最
後
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
悪

質
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
や
リ
フ
ォ
ー
ム
ト

ラ
ブ
ル
の
実
例
紹
介
を
行
い
、
講
演
を
終

了
し
ま
し
た
。 

（
文
責 

常
任
理
事 

石
岡 

善
正
）  

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

─
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文
責 

技
術
研
究
部
会 

石
川
芳
久  

 

配
管
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
二
七
五

〇
年
頃
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
で
給
水
の
配

管
に
使
わ
れ
た
銅
管
が
ベ
ル
リ
ン
博
物

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
古
代
ロ

ー
マ
の
水
道
で
は
水
圧
が
か
か
る
と
こ

ろ
に
鉛
管
を
使
っ
て
お
り
今
で
も
ポ
ン

ペ
イ
で
埋
も
れ
た
鉛
管
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

日
本
で
は
、
六
六
〇
年
に
中
大
兄
皇
子

が
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
水
時
計
に

銅
管
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
六
世
紀

中
頃
（
奈
良
時
代
）
に
建
て
ら
れ
た
飛
鳥

の
川
原
寺
で
は
、
排
水
管
に
土
管
（
直
径

五
〇
〇
ミ
リ
）
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
一

五
九
〇
年
に
完
成
し
た
日
本
で
最
初
の

飲
用
水
道
で
あ
る
小
石
川
上
水
（
の
ち
に
、

神
田
上
水
）
で
は
、
幹
線
の
配
水
管
に
石

管
（
石
樋
）
や
木
管
を
使
い
、
大
名
屋
敷

や
共
同
井
戸
に
木
管
や
竹
管
で
給
水
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
水
道
管
（
給
水
管
）
の
主

役
は
長
い
間
石
管
や
、
土
管
、
木
管
な
ど

で
し
た
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
一
八
八

七
年
（
明
治
二
〇
年
）
に
横
浜
で
日
本
最

初
の
水
道
で
鋼
管
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
鋳
鉄
管
、
リ
ベ
ッ
ト
打
鋼
管
な
ど

も
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
九
五
五
年
（
昭

和
三
〇
年
）
代
か
ら
継
目
無
鋼
管
、
鍛
接

鋼
管
、
電
縫
鋼
管
が
主
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
近
年
で
は
錆
び
の
発
生
な
ど

市
原
市
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー 

講
師 

҇

˗

 

′
֥
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耐
食
性
の
問
題
か
ら
、
給
水
・
給
湯
用
配

管
は
鋼
管
か
ら
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
、
銅

管
、
樹
脂
管
、
塩
化
ビ
ニ
ル
管
、
塩
ビ
ラ

イ
ニ
ン
グ
鋼
管
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
塗
布

し
た
鋼
管
に
、
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

■
配
管
材
の
特
徴 

○
鋼
管 

一
般
に
鉄
管
ま
た
は
、
ガ
ス
管
と
呼
ば

れ
て
い
る
配
管
で
、
正
式
に
は
、
配
管
用

炭
素
鋼
管
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｇ
３
４
５
２
）
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
配
管
の
内
外
面
に
メ

ッ
キ
し
た
白
ガ
ス
管
と
メ
ッ
キ
し
て
い

な
い
黒
ガ
ス
管
が
あ
り
、
安
く
て
丈
夫
な

た
め
、
か
つ
て
は
、
給
排
水
設
備
に
広
く

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

鋼
管
接
合
部
を
削
っ
て
ネ
ジ
部
を
作

り
ね
じ
込
ん
で
接
合
し
ま
す
が
、
ネ
ジ
部

の
肉
厚
が
う
す
く
な
る
た
め
、
破
損
や
腐

食
に
よ
り
穴
が
あ
く
一
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
最
近
で
は
削
ら
ず
に
圧

力
を
か
け
ネ
ジ
を
作
る
転
造
ネ
ジ
と
い

う
接
合
法
が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

施
工
の
手
間
な
ど
か
ら
コ
ス
ト
的
に
も

ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

 

○
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管 

本
来
錆
び
の
汚
れ
が
少
な
い
と
い
う

意
味
で
腐
食
し
に
く
い
配
管
材
料
で
す

が
、
腐
食
し
な
い
配
管
材
料
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
は
、
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
年
）
年
に
建
築
設
備
用
と
し
て
市

場
に
で
て
き
ま
し
た
が
、
当
初
は
特
殊
配

管
に
採
用
さ
れ
る
程
度
で
し
た
。 

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
六
年
）
こ
ろ
か

ら
給
湯
配
管
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
建
築
設
備
用
と
し
て
開
発
さ
れ

た
肉
厚
の
薄
い
一
般
配
管
用
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
管
は
、
ネ
ジ
を
作
れ
な
い
た
め
、
継

手
に
差
し
込
ん
で
圧
着
す
る
方
法
で
接

合
し
ま
す
。
そ
の
当
初
は
、
継
ぎ
手
へ
の

差
し
込
み
不
足
の
た
め
ス
ッ
ポ
抜
け
て

漏
水
し
た
り
、
接
合
部
の
隙
間
に
発
生
す

る
隙
間
．
．

腐
食
．
．

な
ど
が
発
生
す
る
事
故
が
、

多
発
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
給
湯
は
も

と
よ
り
、
給
水
、
消
火
配
管
な
ど
で
問
題

な
く
、
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

配
管
用
と
し
て
の
材
質
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３

０
４
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
６
と
い
わ
れ
る
種
類

が
あ
り
、
一
般
的
に
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
０
４
が

多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○
銅
管 

銅
管
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

九
〇
％
以
上
が
給
水
、
給
湯
用
に
使
わ
れ

お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
一
九
二
〇
年
代
後

半
か
ら
使
わ
れ
て
い
て
六
〇
年
以
上
経

過
し
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
地
震
に
も
耐
え
た

実
績
な
ど
か
ら
広
範
囲
に
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
日
本
で
は
一
九
三
八
年
（
昭
和

一
三
年
）
竣
工
の
東
京
日
比
谷
の
第
一
生

命
館
に
給
水
、
給
湯
用
に
大
量
に
使
用
さ

れ
、
一
九
二
二
年
（
平
成
四
年
）
の
調
査

で
は
五
〇
年
以
上
経
過
し
た
配
管
は
き

わ
め
て
健
全
で
、
耐
食
性
に
も
優
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
循
環
式
の
給
湯
器
に
使
用
す

る
場
合
に
は
、
流
速
を
一
・
五
ｍ
／
Ｓ
以

下
に
す
る
こ
と
や
、
配
管
内
の
気
泡
を
配

管
か
ら
解
放
す
る
対
策
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
軽
量
で
加
工
し
や
す
く
軟
質
の
も

の
は
簡
単
に
曲
げ
ら
れ
る
の
で
、
住
戸
内

配
管
に
多
く
使
わ
れ
、
肉
厚
に
よ
り
三
種

類
（
Ｋ
・
Ｌ
・
Ｍ
タ
イ
プ
）
あ
り
ま
す
。 

 

 

○
鋳
鉄
管 

主
に
給
水
管
で
口
径
の
大
き
い
圧
力

の
有
る
配
管
や
排
水
管
に
多
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
鋼
管
に
比
べ
て
腐
食
に
対

し
て
強
い
の
で
す
が
、
丈
夫
さ
で
は
劣
り

ま
す
。
給
水
な
ど
の
、
圧
力
を
必
要
と
す

る
場
合
に
は
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
と
呼

ば
れ
る
も
の
を
使
い
、
排
水
管
な
ど
に
は
、

ね
ず
み
鋳
鉄
製
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
継
ぎ
手
の
受

け
口
に
麻
ひ
も
を
打
ち
込
ん
で
、
溶
か
し

た
鉛
を
流
し
込
ん
で
接
合
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
、
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
で
締

め
付
け
る
メ
カ
ニ
カ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管 

合
成
樹
脂
の
総
称
で
多
く
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
軽
量
で
取
り
扱
い

や
す
く
腐
食
に
も
強
い
そ
の
反
面
、
衝
撃

に
弱
く
、
伸
び
縮
み
が
大
き
い
の
で
温
度

変
化
に
対
し
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

合
成
樹
脂
管
の
代
表
的
な
管
材
と
し

て
は
塩
化
ビ
ニ
ル
管
が
あ
り
、
Ｖ
Ｐ
、
Ｖ

Ｕ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
（
耐
衝
撃
性
塩
化
ビ
ニ
ル

管
）
、
Ｈ
Ｔ
Ｖ
Ｐ
（
耐
熱
性
塩
化
ビ
ニ
ル

管
）
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

Ｖ
Ｕ
管
は
排
水
用
で
Ｖ
Ｐ
管
よ
り
も

肉
厚
が
薄
く
、
両
方
と
も
灰
色
を
し
て
い

ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ
管
の
色
は
濃
紺
色
で
外

か
ら
の
衝
撃
に
強
い
反
面
、
直
射
日
光
に

当
た
る
と
、
Ｖ
Ｐ
管
よ
り
も
劣
化
が
早
く
、

表
面
が
白
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
Ｐ

管
は
給
湯
用
で
色
は
茶
色
、
使
用
範
囲
は

使
用
圧
力
に
よ
り
異
な
り
〇
・
六
Ｍ
ｐ
ａ
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以
下
な
ら
ば
六
〇
℃
ま
で
、
〇
・
二
Ｍ
ｐ

ａ
以
下
な
ら
九
〇
℃
ま
で
使
え
ま
す
が
、

ガ
ス
瞬
間
給
湯
器
や
電
気
温
水
器
は
、
こ

れ
以
上
高
温
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

使
用
を
避
け
る
べ
き
で
す
。 

こ
の
他
新
し
い
管
材
と
し
て
架
橋
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
や
ポ
リ
ブ
テ
ン
管
が
あ

り
、
比
較
的
管
径
の
小
さ
な
配
管
で
、
熱

に
強
く
加
工
し
や
す
い
の
で
特
に
集
合

住
宅
の
給
水
や
給
湯
の
配
管
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。 

合
成
樹
脂
管
の
弱
点
は
、
耐
火
性
能
が

弱
い
点
に
あ
り
ま
す
。
建
物
の
防
火
区
画

を
通
る
場
合
に
は
、
決
め
ら
れ
た
材
料
で

パ
イ
プ
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
に
は
、
塩
化
ビ
ニ
ル
管
に

あ
ら
か
じ
め
、
必
要
な
耐
火
処
理
を
し
た

も
の
（
耐
火
二
層
管
）
が
あ
り
ま
す
。 

 ○
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管 

鋼
管
の
内
面
に
塩
ビ
管
を
張
り
付
け

た
り
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
塗
装
し
た
管
を

言
い
ま
す
。
鋼
管
の
強
さ
と
合
成
樹
脂
管

の
腐
食
に
対
す
る
強
さ
を
兼
ね
合
わ
せ

た
配
管
材
で
す
。
ラ
イ
ニ
ン
グ
に
使
用
す

る
合
成
樹
脂
に
は
、
塩
化
ビ
ニ
ル
、
耐
熱

塩
化
ビ
ニ
ル
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
粉
体
を
利

用
し
た
も
の
や
、
薄
肉
の
鋼
管
に
塩
化
ビ

ニ
ル
を
吹
き
付
け
て
軽
く
し
た
、
排
水
用

塩
化
ビ
ニ
ル
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
土
中
に
埋
設
し
て
も
外
部

か
ら
の
腐
食
に
対
し
強
く
す
る
た
め
に
、

内
面
と
同
じ
よ
う
に
外
面
に
合
成
樹
脂

で
ラ
イ
ニ
ン
グ
し
た
配
管
も
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
ラ
イ
ニ
ン
グ
鋼
管
は
一
九
六

八
年
（
昭
和
四
三
年
）
に
当
時
の
日
本
住

宅
公
団
が
給
水
管
に
使
い
始
め
、
一
九
七

二
年
（
昭
和
四
七
年
）
に
は
日
本
水
道
協

会
規
格
が
制
定
さ
れ
て
、
給
水
管
と
し
て

一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
直
接
部
は
ラ
イ
ニ
ン
グ
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
管
の
端
部
は
鉄
部
が
露

出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
ネ
ジ
部
は
腐
食
さ

れ
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
当

初
は
、
管
端
防
食
コ
ア
と
い
う
樹
脂
性
の

保
護
部
品
を
配
管
に
挿
入
し
て
接
合
し

て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
管
を
接
合
す
る
時
に
、
管
端
防

食
コ
ア
を
入
れ
忘
た
り
、
止
水
が
十
分
で

な
か
っ
た
り
し
て
、
接
合
箇
所
で
錆
び
が

発
生
し
た
た
め
、
事
前
に
継
手
に
防
食
コ

ア
を
取
り
付
け
た
管
端
防
食
継
ぎ
手
が

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
年
）
に
発
売
さ

れ
、
現
在
で
は
管
端
防
食
継
ぎ
手
や
管
端

防
食
コ
ア
付
き
の
バ
ル
ブ
を
使
う
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代
に
建

て
ら
れ
た
建
物
で
給
水
管
か
ら
赤
水
が

で
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
管
端
処
理
が
不
十

分
な
場
合
が
多
い
た
め
に
起
き
て
い
ま

す
。 
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文
責 

副
理
事
長 

川
口 

晴
保  

欠
陥
住
宅
を
な
く
す
た
め
の
有
効
な

手
段
と
し
て
第
三
者
検
査
が
あ
る
。 

だ
が
、
実
際
に
欠
陥
住
宅
に
出
会
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
消
費
者
が
泣
き
寝
入
り

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で

あ
る
。 

そ
の
背
景
に
は
、
建
築
業
界
に
お
け
る

独
立
し
た
建
築
士
の
立
場
が
極
め
て
弱

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。 

必
然
的
に
「
設
計
」
の
み
の
依
頼
は
少

な
く
な
る
。
独
立
し
た
設
計
事
務
所
で
は
、

施
工
業
者
の
下
請
け
的
な
仕
事
が
大
半

を
占
め
る
の
が
実
情
だ
。 

し
か
し
二
〇
〇
〇
年
に
な
っ
て
政
府

は
「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
し
た
。
行
政
が
よ
う
や

く
そ
の
重
い
腰
を
上
げ
始
め
た
。 

ま
た
、
欠
陥
住
宅
を
な
く
す
た
め
に
多

く
の
団
体
が
立
ち
上
が
り
始
め
て
い
る
。 

彼
ら
は
、
個
人
で
は
難
し
い
業
界
批
判

も
団
体
一
丸
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
閉
鎖
的
な
建
設
業
界
に

「
楔
」
を
打
と
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
良

識
あ
る
建
築
士
ら
の
集
ま
り
で
あ
る
。
建

築
物
を
検
査
す
る
に
は
、
よ
り
高
度
な
知

識
や
公
正
な
姿
勢
、
倫
理
性
を
有
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
団
体
は
、
こ
れ
ら
の
知
識

と
倫
理
を
兼
ね
備
え
た
建
築
士
を
養
成

し
、
実
際
に
欠
陥
住
宅
の
相
談
や
第
三
者

検
査
も
行
っ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の 

※

イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
制
度
の
よ
う
に
、
行
政

権
限
が
な
い
の
で
、
制
度
の
効
果
は
半
減

し
て
い
る
の
が
実
情
。
行
政
権
限
の
移
譲

に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
よ
う
。 

そ
れ
に
は
ま
ず
、
一
定
の
基
準
を
満
た

し
た
団
体
に
属
す
る
建
築
士
な
ど
に

※

行

政
権
限
を
移
譲
す
る
た
め
の
前
提
条
件
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
。
住
宅
購
入
を
控
え

る
消
費
者
が｢

信
用｣

す
る
に
値
す
る

※

第

三
者
検
査
機
関
で
あ
る
と
容
易
に
判
断
で

き
る
看
板
が
出
来
れ
ば
、
消
費
者
も
気
軽

建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く 

欠
陥
住
宅
５９
の
手
口 



（ 6）  2 0 0 8 年 （ 平 成 2 0 年 ）  1 0 月 3 1 日  N P O 法 人 建 築 Ｇ メ ン の 会  会 報 「 楔 」 第 6 6 号  

欠欠陥陥住住宅宅 ・・欠欠陥陥建建築築でで悩悩むむ人人をを救救いい、、住住宅宅検検査査のの技技術術向向上上をを目目指指すすＮＮＰＰＯＯ建建築築ＧＧメメンンのの会会   

に
相
談
で
き
る
。 

 
 

 
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
制
度
：
ア
メ
リ
カ
の
制

度
で
、
行
政
に
代
わ
っ
て
建
物
を
検
査
し
、

違
法
の
場
合
は
、
工
事
中
止
命
令
も
出
せ

る
行
政
権
限
を
持
っ
た
工
事
検
査
専
門

者 行
政
権
限
：
行
政
法
で
定
め
ら
れ
た
権
限

の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
建
築
基
準
法
や
同

施
行
令
で
定
め
ら
れ
た
権
限
の
こ
と 

第
三
者
検
査
機
関
：
問
題
物
件
に
利
害
関

係
の
な
い
検
査
機
関 

  

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

Ɵ

₴
9

ǵ 

ҵ

ὕ

 

○
相
談
件
数 

 
 
 
 

41
件 

＊
相
談
内
容
の
内
訳
（
重
複
回
答
有
り
） 

¶  

施
工
問
題 

 
 

12
件
（
29
％
） 

¶  

内
覧
会 

 
 

 

1
件
（
2
％
） 

¶  

検
査
問
い
合
わ
せ
５
件
（
12
％
） 

¶  

設
計 

 
 
 
 

１
件
（
2
％
） 

¶  

業
者
と
の
紛
争 

３
件
（
7
％
） 

¶  

契
約 

 
 
 
 

１
件
（
2
％
） 

¶  

瑕
疵
問
題 

 
 

１
件
（
2
％
） 

¶  

そ
の
他 

 
 
 

17
件
（
41
％
） 

＊
相
談
窓
口
の
情
報
源 

¶  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 

19
件
（
46
％
） 

¶  

口
コ
ミ
・
紹
介 

１
件
（
２
％
） 

¶  

消
費
者
セ
ン
タ
ー
４
件
（
11
％
） 

¶  

テ
レ
ビ 

 
 
 

１
件
（
２
％
） 

¶  

新
聞
・
書
籍 

 

２
件
（
５
％
） 

¶  

業
界
団
体 

 
 

１
件
（
２
％
） 

¶  

そ
の
他 

 
 
 

13
件
（
32
％
） 

○
調
査
（
見
積
り
）
依
頼
件
数 

26
件 

¶  

建
物
購
入
前
検
査 

 
 

 

７
件 

¶  

建
物
の
目
視
調
査 

 
 

13
件 

¶  

第
三
者
検
査 

 
  

 
 

２
件 

¶  

雨
漏
り
・
漏
水
検
査 

 
 

４
件 

※
件
数
は
事
務
局
で
集
計
可
能
な
も
の
の
み
掲
載  

Ɵ
Ȣ
ɗ
ɱ
Ɇ
ǵ
Ǜ

К 

臨
時
社
員
総
会 

▼
内
容
：
構
成
員
の
名
称
を
変
更
す
る
た

め
に
、
定
款
を
変
更
し
ま
す
。
名

称
変
更
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

<

変
更
前>

 
Ƃ
 

<

変
更
後>

 

一
、
「
社
員
」Ƃ

「
正
会
員
」 

二
、
「
会
員
」Ƃ

「
一
般
会
員
」 

▼
日
時
： 

十
一
月
三
十
日
（
日
） 

11
時
～
12
時
30
分 

▼
会
場
：
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

５
階
第
２
講
習
室 

▼
住
所
：
東
京
都
品
川
区
東
大
井 

五-

一
八-

一 

▼
交
通
：
Ｊ
Ｒ
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

二
〇
〇
八
年
度
第
三
回
研
修
会 

▼
日
時
： 

十
一
月
三
十
日
（
日
） 

13
時
30
分
～
16
時
45
分 

▼
会
場
：
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

５
階
第
２
講
習
室 

▼
住
所
：
東
京
都
品
川
区
東
大
井 

五-

一
八-

一 

▼
交
通
：
Ｊ
Ｒ
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▼
講
義
内
容
： 

・
一
時
限
「
建
築
に
関
す
る
消
費
者 

ト
ラ
ブ
ル
の
実
情
」 

講
師
：
梶
山
悦
子
（
横
浜
市
消
費 

生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
副
所
長
） 

・
二
時
限
「
建
築
瑕
疵
概
念
に
つ
い
て
」、

「
実
践
建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
」 

講
師
：
大
川
照
夫
（
当
会
事
務
局
長
、

一
級
建
築
士
）   

Ɵ

ҵ
Ὀ
˓
♥
Ƞ
ɱ
ȯ

Ɇ
ǒ
Ȑ 

≢
│

╩
↔

™
√
∞
™

√

┼

▪
fi
◔

♩

─
↔

╩
⅔

™
⇔
≡
™
╕
∆

↔

™
√
∞
™
√

─

⅛
╠

╩
↔

⇔
╕
∆

 

【
建
築
条
件
付
き
住
宅
新
築
時
の
第
三

者
チ
ェ
ッ
ク
を
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
方

か
ら
の
ご
回
答
】 

素
人
の
目
の
届
か
な
い
（
気
が
つ
か
な

い
）
所
ま
で
す
み
ず
み
を
調
査
、
指
摘
し

て
頂
き
、
業
者
は
ビ
ク
ビ
ク
も
の
で
し
た

が
、
や
は
り
高
い
買
い
物
な
の
で
頼
ん
で

大
正
解
で
し
た
。
建
築
Ｇ
メ
ン
と
い
う
組

織
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
良
い
の
で

は
？
（
埼
玉
県
在
住
の
方
か
ら
） 

  

↕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

最
近
は
不
景
気
、
倒
産
、
株
価
の
暴
落
、

原
油
の
高
騰
、
食
品
の
安
全
問
題
、
そ
し

て
政
治
の
混
迷
、
震
災
被
害
、
年
金
不
祥

事
、
連
日
に
わ
た
る
詐
欺
・
殺
人
事
件
の

多
さ
等
々
…
暗
い
話
題
ば
か
り
で
し
た

が
、
四
人
も
の
日
本
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

同
時
受
賞
し
た
こ
と
は
、
唯
一
の
明
る
い
、

元
気
の
出
る
、
歓
迎
す
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
で

し
た
。
会
報
「
楔
」
も
今
回
で
第
６６
号
と

な
り
ま
し
た
が
、
次
号
以
降
、
よ
り
多
く

の
明
る
い
寄
稿
・
題
材
等
を
掲
載
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。 

（
Ｈ
・
Ｋ
） 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


